
1

個人投資家説明会

2026年９月５日

レカム株式会社

東証スタンダード（3323）

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.



2

目次

1 会社概要 P3

2 成長戦略 P13

3 中期経営計画サマリー P23

4 2026年9月期第3四半期決算サマリー P28

5 2026年９月期通期計画／配当予想 P34

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.



3

会社概要

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.



4

経営理念
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会社概要

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

商号
レカム株式会社
(RECOMM CO., LTD.)

設立 1994年9月30日

上場日
2004年5月26日
東証スタンダード：証券コード3323

所在地 東京都渋谷区代々木三丁目２５番３号

代表者 代表取締役社長 兼 グループCEO 伊藤 秀博

事業内容
海外ソリューション事業、国内ソリューション事業、
DX事業

発行済
株式数

82,670,255株（2026年6月末時点)

株主数 34,126名（2026年3月末時点)

資本金 2,449百万円 (2026年6月末時点)

従業員数 連結482名 (2026年6月末時点)

男女比

国籍比

2026年6月末時点
社員の特徴

女性53％ 男性47％

日本国籍39％外国籍61％
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事業別事業会社

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

3事業、国内事業会社８社、海外事業会社17社（2026年9月4日時点）

※1：レカムビジネスソリューションズ（大連）は海外ソリューション、DX事業の２つに属す
※2：Greentech Internationalは持分法適用関連会社

DX事業

レカム騰遠ビジネスソリューションズ（大連）

レカムビジネスソリューションズ（大連） ※1

レカムビジネスソリューションズ（長春）

ミャンマーレカム

レカムBPO（日本）

海外拠点 8カ国 17拠点

レカムビジネスソリューションズ（大連）※1

レカムビジネスソリューションズ（上海）

FTGフィリピン

べトナムレカム（ホーチミン、ハノイ）

レカムビジネスソリューションズ（アジア）※在タイ

レカムビジネスソリューションズ（タイ）

レカムビジネスソリューションズ（マレーシア）

レカムビジネスソリューションズ（インドネシア）

レカムビジネスソリューションズ（インド）

Greentech International（シンガポール） ※2 

海外ソリューション事業

Sin Lian Wah Lighting Sdn. Bhd.（マレーシア） 国内ソリューション事業

ヴィーナステックジャパン

レカムジャパン

レカムIEパートナー

インテリジェンスインディードレカム※2 

レカムDXソリューションズ

Sin Lian Wah Electric Sdn. Bhd.（マレーシア） 

TAKNET SYSTEMS PTE LTD.（シンガポール）

Lumitron Pte. Ltd.（シンガポール）【NEW】
とみや 【NEW】

カワハラ事務機 【NEW】

【中部地方】
長野支店
長野南支店
静岡支店
名古屋第一支店
名古屋第二支店
名古屋東営業所
一宮営業所【NEW】

【近畿地方】
大阪支店
グリーンイノベーション
大阪支店
神戸支店

【中国・四国地方】
松江支店
周南支店

【九州地方】
北九州支店
久留米支店
大分営業所
八代営業所

【沖縄地方】
沖縄支店
那覇支店

【東北地方】
青森営業所
郡山営業所【NEW】

【関東地方】
東京第１支店
東京第２支店
栃木支店
群馬支店
埼玉西営業所
豊島支店
千代田支店
八王子支店
サービス＆サポートセン
ター

国内拠点 29拠点（21支店・7営業所・サービス＆サポートセンター）
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1994年９月

創業事業、顧客数6万社

事業スタート

ITソリューション
カーボンニュートラル

ソリューション
サイバーセキュリティ

ソリューション
感染症対策

ソリューション

ビジネスホン、複合機等のIT機器や通信

サービスの導入により業務効率化とコスト

削減を支援

LED照明、業務用エアコン等の商材やサービ

スにより、 CO2排出量や電気代等の販管費を

削減し、環境負荷軽減を実現

ワークスタイルの変化に対応したUTM

（統合脅威管理）をメインとしたサイバー

セキュリティソリューションを提供

新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノ

ロウイルス等の除菌、消臭効果がある商

材やサービスによる感染症対策ソリュー

ションを

提供

ファイナンスソリューション

初期コストがかからない提携リースで提供

国内ソリューション事業 概要

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

◼ 業界初の「営業のフランチャイズ事業」で創業し、9年8ヵ月で現東証スタンダード市場上場

 情報通信機器によるITソリューションの提供開始

◼ 2014年2月よりLED照明を中心としたカーボンニュートラルソリューションの提供開始

◼ 2015年3月より中国ヴィーナステック本社との合弁によるヴィーナステックジャパン㈱を設立し、サイバーセキュリティソ

リューションの提供開始

◼ 2020年5月よりウイルス除菌装置を中心とした感染症対策ソリューションの提供開始
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◼ 2003年10月に大連に社内向けのアウトソーシングを行うセンターを設立、2009年10月に外部受託を

開始し事業化

◼ 2019年10月に間接業務の受託のBPO事業から、業務再構築の支援のDX事業に事業領域を拡大

◼ 2023年5月にRobo Worker（AI-RPA）の日本での独占販売開始

◼ 2026年２月にAIエージェントの日本での本格販売開始

DX事業 概要

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

2009年11月

事業化

顧客の

事業・業務分析

事業・業務の

再設計

最適な業務改善

提案
アウトプット 顧客のDX化推進

（イメージ図）
最新の業務自動化
支援技術

企業のDX化推進

・事業構造の変革
・本業に専念
・新規事業への資源配分

生産性を向上することにより

等のメリットを提供

AI

RPA

Robo
tics

IoT

海外アウト
ソーシングセンター

顧客の経営の効率化
を促進

顧客の要件毎に

・業務自動化

・アウトソーシング

・業務自動化＋アウトソーシング

でのアウトプット

※BPR（Business Process Re-Engineering）とは業務改善コンサルティングを通じた業務プロセスの再構築のこと
※BPO（Business Process Outsourcing）とは業務プロセスの一部を外部委託し、業務効率化を図ること

事業スタート

1994年９月

創業事業、顧客数6万社

事業スタート
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カーボンニュートラル
ソリューション

ITソリューション
感染症対策

ソリューション

LED照明や業務用エアコンを活用し、CO2

排出量や電気代を削減し環境負荷軽減を

実現

高性能GPUを多数搭載し、優れた冷

却技術を備えた、生成AI向けの高効

率かつ拡張性の高いソリューションを

提供

感染症対策として、除菌・消臭効果

のある商材やサービスを提供

ファイナンスソリューション

初期コストがかからない提携リースや自社ローンで提供

海外ソリューション事業 概要

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

2015年10月
中国・大連でLED照明販売を
開始し事業化

事業スタート

◼ 海外日系製造業の工場が主要販売先となるため、大手企業が顧客

◼ 2015年10月に中国大連市、2016年4月から上海市でLED照明を販売開始し、カーボンニュートラルソリューションの提

供開始

◼ 2020年6月、9月に、ウイルス除菌装置の海外8か国の独占販売権を取得し、感染症対策ソリューションの提供開始

◼ 2021年10月,2023年9月に越境M&Aにより初の現地企業を完全子会社化し、マレーシアからローカルマーケットへの進

出を本格的に開始

◼ 2024年7月に越境M&Aにより子会社化し、シンガポールにてAIサーバーでローカルマーケットへの進出開始

事業スタート

進出順 開設年度 国

1 2015年10月 中国

2 2017年8月 ベトナム

3 2018年2月 マレーシア

4 2018年10月 インド

5 2019年6月 タイ

6 2019年6月 フィリピン

7 2019年6月 インドネシア

8 2024年7月 シンガポール
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事業セグメント別売上シェア

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

海外ソリューション事業 国内ソリューション事業 DX事業

海外, 
70.3%

売上
構成比

売上
構成比

売上
構成比

国内, 
26.7% DX, 

3.0%

海外ソリューション事業が売上収益の約70％を占有

87.4億円 33.2億円 3.7億円

2026年9月期第3四半期累計より
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販売会社からBtoBソリューションプロバイダーに進化

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

△ 1,000

4,000

9,000

2001/9 2002/9 2003/9 2004/9 2005/9 2006/9 2007/9 2008/9 2009/9 2010/9 2011/9 2012/9 2013/9 2014/9 2015/9 2016/9 2017/9 2018/9 2019/9

売上高

営業利益

PART１
1994～2004年

２
2005～2009年

３
2010～2014年

４
2015～2019年

旧ヘラクレス上場
大連レカム
新三板上場

創業から上場へ 多角化 事業再構築 再成長

売上高100億円突破

V字回復

経営危機

単位：百万円

海外加速

日本基準

グローバル専門商社構想スタート

2020/9 2021/9 2022/9 2023/9 2024/9 2025/9

５
2020年～
再々成長

コロナ

国際会計基準
（IFRS）

製造会社
買収

2008年リーマンショック不況

新製品PHS販売激減

2007年9月期は上場以来の売上高を記録

2019年9月期日本を含む世界９カ国に進出

M&A再開

IT機器販売会社 IT機器販売・BPO会社 BtoBソリューションプロバイダー

海外進出

NEXT 2026年〜

AIインフラ事業へ
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当社の競争優位性

グローバルワンストップ
ソリューション

直販営業力

１

当社は業界の中でもいち早く、2003年に海外に進出し、日本で培った営業ノウハウを海外に移植

• 海外８カ国に進出
• どこの国でも同じ商材やサービスを提供
• IT機器やエコ商材以外に、BPOも請け負うことが可能

• 国内のみならず、海外においても直販営業を展開

直接取引を通じ、
お客様との信頼関
係を深め、長期的
なパートナーシップ

を構築

最適な
ソリューションの

ご提案

お客様のニーズを
敏感に把握

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

飽くなき挑戦心

• 業界初の営業フランチャイズ
• 業界初の定額保守サービスによるコピー機販売
• 日系企業初のアウトバウンド型オフショアコールセンター
• 日系企業初のミャンマーBPOセンター
• メーカー以外の日系企業唯一の日中親子上場
• 世界初の生成AIを組み込んだRPAサービス

１

１
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成長戦略

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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基本戦略

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

基本戦略 グローバル専門商社構想

各国のニーズに対応
した新たな事業の開
発＆展開

ローカル企業向けに
ワンストップ・
ソリューションを展開

既存顧客企業への
ワンストップ・
ソリューションの提供

ステージ1

現地日系企業への
LED照明の販売

顧客開拓

ステージ2 

顧客
囲い込み

ステージ3

ローカル
市場開拓

ステージ4

新規事業
創出

4つのステージ

商
品
・サ
ー
ビ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
専
門

商
社
構
想
の
実
現

マーケット

各国の事業会社が４つのステージを推進し、
独自成長を目指す

グローバル専門商社構想 ： 時代に合った最先端の商材やサービスを、当社の強みのダイレクトマーケ
ティング力で、全世界のお客様にソリューションを提案し、グローバル事業
の成長を加速させる！
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基本戦略 グローバル専門商社構想の国別ステージ

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

各国のニーズに対応
した新たな事業の開
発＆展開

ローカル企業向けに
ワンストップ・
ソリューションを展開

既存顧客企業への
ワンストップ・
ソリューションの提供

ステージ1

現地日系企業への
LED照明の販売

顧客開拓

ステージ２ 

顧客の
囲い込み

ステージ３

ローカル
市場開拓

ステージ４

新規事業
創出

商
品
・サ
ー
ビ
ス

マーケット

インド
中国

ベトナム
タイ
インドネシア

マレーシア
シンガポール

-

各国ごとにビジネスのステージを上げ、グローバル展開を加速する



16

基本戦略 グローバル専門商社構想の取り組み（2021年～2025年）

連結・海外ソリューション事業の
売上推移（単位百万円）

連結・海外ソリューション事業の
営業利益推移（単位百万円）

5,259 4,949 4,877 5,069 4,671 

1,369 

3,971 
4,633 

6,618 
8,417 

 -

 1,000

 2,000

 3,000

 4,000

 5,000

 6,000

 7,000

 8,000

 9,000

 10,000

2021年

9月期

2022年

9月期

2023年

9月期

2024年

9月期

2025年

9月期

その他 海外ソリューション事業

6,628

8,920
9,510

11,68713,088

276 

161 

62 

(73) (77)(66)

252 
388 

342 

485 

 (120)

 (20)

 80

 180

 280

 380

 480

2021年

9月期

2022年

9月期

2023年

9月期

2024年

9月期

2025年

9月期

その他 海外ソリューション事業

413

450

269

210

408

2020年9月期～IFRS会計基準準拠

2020年６月

グローバル戦略商品“ReSPR”
独占販売開始

2021年10月

マレーシアにて越境
M&A SLWL連結子会社化

2023年８月

マレーシアにて越境
M&A SLWE連結子会社化

主な取組

2024年７月

シンガポールにて越境
M&A TAKNET連結子会社化

2026年１月

シンガポールにて越境
M&A Lumitron連結子会社化
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新たなグローバル戦略商品① AIサーバー

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

2024年に取得したシンガポールのAIサーバー販売会社TAKNETを核に、東南アジアのデータセンター需要を取り込みます。

子会社化

2024年取得

シンガポール TAKNET社

Supermicro 販売

No.1 販売代理店

シンガポール市場で首位

旺盛な需要

15億円

受注残は３Qまでに計上済み

主要顧客

政府系・大企業

研究機関・大手ゼネコン等

■ AIサーバー ― 3つの特徴

◆ Supermicro製AIサーバーの販売

NVIDIA HGX H100/H200・AMD MI300対応の高
性能サーバーをシンガポール首位のシェアで販
売

◆ 供給を上回る旺盛な需要

AIデータセンター投資を背景に需要が供給を上
回る状況が継続。過去最高水準の受注残（約15
億円）は３Qまでに納品・売上計上し、業績を大き
く牽引

◆ ASEAN・インドへ水平展開

ハードウェア販売だけでなく構築・保守まで含め
たソリューションを当社既存拠点（ASEAN・インド）
へ展開

※ TAKNET＝2024年に株式65%取得（直前期売上21.1億円・利益2.2億円） ／ 受注残は2026年3月末時点・３Qまでに売上計上済み
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新たなグローバル戦略商品② AIエージェント

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

中国の準ユニコーン企業「実在智能」社と合弁。同社のAIエージェントは国際ベンチマーク「OSWorld」で世界第1位。2026年2月より日本で
営業開始。

パートナー

中国ユニコーン

合弁会社を設立

提供言語

日中英3言語

当社全拠点で展開

営業開始

2026/2月

サブスクモデル中心

収益貢献

来期以降

今期は種まきの段階

■ AIエージェント ― 3つの特徴

◆ 中国ユニコーンとの合弁

中国RPAシェア2位・導入実績3,000社超の実在
智能社（浙江省準ユニコーン）と合弁。元Alibaba
のAI責任者がCEO

◆ 全顧客チャネルに展開可能

2030年問題（労働力不足）への解決策。サブスク
モデルで国内中小・大手・海外現地企業すべてに
販売可能

◆ OSWorld 世界第1位の技術力

開発元・実在智能社のAIエージェントが国際ベン
チマーク「OSWorld」で世界第1位（成功率90.2%・
2026年7月）。GPT-5やClaude等を上回る性能を
実証。

※ 実在智能（Intelligence Indeed）＝浙江省杭州市本社、設立2018年、中国RPAシェア2位の準ユニコーン企業
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OSWorld 世界第1位 実在エージェント

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

AIエージェントの開発元・実在智能社が、国際的コンピュータ操作AIベンチマーク「OSWorld」の最新リーダーボード（2026
年7月25日）で世界第1位。90%超は世界初。

■ 当社にとっての意味

・当社が2026年2月から国内販売するAIエージェントの開発元自身の技術力を
証明

・GPT-5／Claude／Geminiを組み込んだ各社フレームワークを大きく上回る成
功率

・複数アプリ連携・画像編集・システム操作など難度の高い業務で高評価

順位 モデル名 開発元 成功率

1 実在エージェント（Intelligence-Indeed Agent） Intelligence Indeed 90.2%

2 Pointer Agent w/ Opus 4.7 Pointer 83.6%

3 Coasty CUA v1 Coasty 82.8%

4 Pointer Agent w/ Sonnet 4.6 Pointer 81.5%

5 Muse Spark 1.1
Meta Superintelligence 
Labs

80.7%

6 Holo3-35B-A3B H Company 80.4%

7 OpenAPA w/ gemini-3.1-pro Laiye（Gemini使用） 78.3%

8 VLAA-GUI w/ Opus 4.5 UCSC VLAA Lab 76.3%

9 MiniMax M3 MiniMax 75.2%

10 HIPPO Agent w/ Opus 4.5 Lenovo 74.5%

※ 圏外：agent s3 w/ Opus 4.5＋GPT-5 bBoN 13位72.6%、claude-sonnet-4-6 14位72.1%（出典：OSWorldリーダーボード、
開発元公表）
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AIインフラ事業を当社の中核事業へ

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

AIサーバー×AIエージェントを核とする「AIインフラ事業」を、今後の当社の中核事業に育成する方針。両商品のクロスセルでシナジーを
創出し、国内再成長で厚みを増した全顧客チャネルに載せ、日本・中華圏・ASEAN・インドへ同時展開。

大手企業（製造業）

海外CN顧客

海外ソリューション事業

中堅企業

BPO/DX顧客

DX事業

中小企業

国内IT顧客

国内ソリューション事業

ローカル企業

M&A子会社顧客

クロスボーダーM&A子会社の顧客基
盤

■ AIインフラ事業を支える3つのドライバー

◆ ① AIサーバー×AIエージェントのクロス
セル

AIサーバー（インフラ）とAIエージェント（アプリ）を
組み合わせ、導入から活用までワンストップで提
供。オンプレセット販売で顧客単価を最大化。

◆ ② 全世界での同時展開

大手・中堅・中小・ローカルの全顧客層へ、当社
が展開する全エリア（日本・中華圏・ASEAN・イン
ド）で同時に販売可能な戦略商品。

◆ ③ 国内事業の再成長が展開基盤に

東北のM&A×営業所新設で拡大した顧客基盤・
保守網が、AIインフラ事業の国内展開チャネルと
して機能。世界と国内の両輪で成長を加速。

※ CN＝カーボンニュートラル ／ オンプレ＝自社内に機器を設置して運用する形態 ／ 将来像は当社の事業戦略上の見通しであり、市場環境により変動します
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国内事業の再成長① とみや子会社化（東北第2弾）

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

海外が売上の約70%を占め拡大する一方、国内事業の拡大にも注力。カワハラ事務機（岩手）に続く東北第2弾として、秋田の老舗「株式
会社とみや」を完全子会社化。

子会社化

2026/9
完全子会社化（株式譲渡＋株式交換）

創業

1797年

約229年の秋田の老舗

取扱商材

4分野
文具・事務機・オフィス家具・測量/検
査機器

東北展開

第2弾
カワハラ（岩手）に続き秋田へ

■ 国内再成長への3つの狙い

◆ クロスセルによる事業拡大

当社のIT・環境商材・BPOをとみやの顧客基盤へ
展開。文具・事務機・オフィス家具・測量機/検査
機器の販売網と融合し、新たな収益機会を創出。

◆ ダイレクトマーケティングの融合

とみやが約229年培った地域の信頼と、当社の直
販・ダイレクトマーケティングのノウハウを掛け合
わせ、地域顧客への提案力・満足度を向上。

◆ 東北の地域密着体制を拡充

岩手（カワハラ事務機）＋秋田（とみや）で東北の
面を確立。事業承継の実現と併せ、地域経済と
共に発展するモデルを構築。
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国内事業の再成長② 東北地区への進出を加速

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

2026年9月期、M&Aと営業所新設の両輪で東北4県（青森・岩手・秋田・福島）へ一気に面展開。

1

2

3

4

青森県

岩手県

秋田県

福島県

1 2026年1月 青森営業所【新設】

青森市に開設。東北北部の開拓拠点

2 2026年1月 カワハラ事務機【M&A】

盛岡本社＋滝沢営業所（岩手2拠点）。リコー45年のトップディーラー・保守網を承継

3 2026年6月 郡山営業所【新設】

福島県郡山市に開設。東北南部をカバー

4 2026年9月 とみや【M&A】

湯沢本社ほか秋田県内4拠点。創業229年の顧客基盤を承継

■ 東北を攻める理由と効果

地方中小企業のIT/OA・DX普及が遅れる東北を、M&A×新設で面としてカバー。クロスセル・
ストック収益で国内再成長に貢献。

※ 拠点は2026年7月1日時点。とみやは2026年9月に連結子会社化
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中期経営計画サマリー

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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達成目標

2027年9月期達成目標

売上高
CAGR

売上高
営業利益率

ROE
(自己資本利益率)

20％

以上

10％

以上

20％

以上

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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達成目標のロードマップ

3.1% 3.7%

3.9%

6.0%

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

0

5,000

10,000

15,000

2025年9月期 2026年9月期
計画

2027年9月期
計画

海外 国内 DX 営業利益率 ROE

CAGR※ 17.3％ 12.3％ 20％目標

営業利益率 3.1% 3.7% 10％目標

ROE 3.9% 6.0% 20％以上目標

売上収益
（単位：百万円）

CAGRの計算方法：経年3年の平均売上成長率 © 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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中期経営計画の重点取組項目

営業DX

CRM（顧客情報管理）
に基づくデータドリブ
ン営業＋AIロープレ
等による生産性向上
の両輪で、営業DXの
推進

M&Aによりグループ
インした企業に営業
DXを移植

M&A

グループ全体の収益
基盤拡大

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2025-2027年 中期経営計画

管理部門の重点施策

⚫ 既存業務の業務フローを見つめ直し、業務による無駄を無くし生産性を向上
⚫ 最適な業務と人員数での管理を推進することで、利益を生み出す管理部門へとシフトチェンジする

既存業務の改善計画の策定と実行

既存業務 最適な業務AIの徹底活用

無くせないか 結合できないか 変更・交換できるか 簡素化できるか

Eliminate Combine Rearrange Simplify

✓ 業務の目的を再考
✓ 不要な業務の洗い

出し

✓ 類似業務の一体化
✓ 複雑業務の分離検

討

✓ 作業順序や場所・担
当者の変更や交換

✓ 作業のパターン化
✓ 自動化・省力化

AIの徹底活用による各業務の最適化と自動化を実現

改善目標

以下の視点で最適化を実行

2025年
32期

2026年
33期

2027年
34期

生産性

3％向上

(3人月削減)

生産性

7％向上

(8人月削減)

生産性

10％向上

(8人月削減)

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期
第３四半期

決算サマリー

28© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期第３四半期累計決算実績サマリー

※ EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費

項目 (単位: 百万円) 前年同期 ３Q累計 通期計画 進捗率 前年増減額 前年同期比

売上収益 9,907 12,434 14,800 84.0% + 2,527 125.5%

営業利益 284 463 550 84.2% + 179 162.8%

税引前利益 330 410 560 73.2% + 80 124.1%

親会社の所有者に
帰属する当期純利益 195 225 320 70.3% + 30 115.3%

EBITDA ※ 428 643 757 84.9% + 219 150.1%

【総括】

①旺盛なAIデータセンター需要を背景にAIサーバーが売上を牽引（商品別売上成長率トップ）。過去最高水
準だった受注残も３Qまでに納品・売上計上し、売上収益・営業利益・税引前利益はいずれも第３四半期累
計で過去最高。

②上期に計上したM&A関連の一時費用（約1.2億円）を吸収し、通期計画に対し順調に進捗。

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期第３四半期累計決算実績サマリー(セグメント別）

項目 (単位: 百万円) 前年同期 ３Q累計 通期計画 進捗率 前年増減額 前年同期比

売上収益 9,907 12,434 14,800 84.0% + 2,527 125.5%

└ 国内ソリューション事業 2,973 3,320 4,575 72.6% + 347 111.8%

└ DX事業 452 374 498 75.1% △ 78 82.6%

└ 海外ソリューション事業 6,480 8,740 9,727 89.9% + 2,260 134.9%

セグメント利益 284 463 550 84.2% + 179 162.8%
└ 国内ソリューション事業(新セグ

メント数値） 101 243 333 73.0% + 142 241.0%

└ DX事業(新セグメント数値） △ 27 △ 8 △ 16 - + 19 -

└ 海外ソリューション事業 392 610 632 96.5% + 218 155.4%

連結調整額 ※ △ 181 △ 382 △ 400 95.5% △ 201 -

※ 連結調整額：セグメント利益の連結調整額には、セグメント間取引の消去額ならびに各報告セグメントへ配分していない全社共通費用が含まれて
います。

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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101 

243 

 -

 50

 100

 150

 200

 250

 300

前年同期

実績

上期

実績

セグメント利益

項目（単位：百万円） 前年同期 通期計画 ３Q累計 前年同期比 進捗率

売上収益 2,973 4,575 3,320 111.8% 72.6%

セグメント利益 101 333 243 241.0% 73.0%

2026年９月期第３四半期累計決算（国内ソリューション事業）

2,973 
3,320 

 -

 500

 1,000

 1,500

 2,000

 2,500

 3,000

 3,500

前年同期

実績

上期

実績

売上収益 • 中小企業を標的としたランサムウェア・サプライ
チェーン攻撃の常態化対策を背景に需要が拡大
しUTMが前年比+41%。カワハラ事務機の連結取
込効果も加わりMFP売上は前年比+15%。

• セグメント区分変更および事業会社統合に伴う販
管費集約効果により増益。

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期第３四半期累計決算（DX事業）

452 

374 

 - 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 176 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187 188 189 190 191 192 193 194 195 196 197 198 199 200 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 229 230 231 232 233 234 235 236 237 238 239 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 256 257 258 259 260 261 262 263 264 265 266 267 268 269 270 271 272 273 274 275 276 277 278 279 280 281 282 283 284 285 286 287 288 289 290 291 292 293 294 295 296 297 298 299 300 301 302 303 304 305 306 307 308 309 310 311 312 313 314 315 316 317 318 319 320 321 322 323 324 325 326 327 328 329 330 331 332 333 334 335 336 337 338 339 340 341 342 343 344 345 346 347 348 349 350 351 352 353 354 355 356 357 358 359 360 361 362 363 364 365 366 367 368 369 370 371 372 373 374 375 376 377 378 379 380 381 382 383 384 385 386 387 388 389 390 391 392 393 394 395 396 397 398 399 400 401 402 403 404 405 406 407 408 409 410 411 412 413 414 415 416 417 418 419 420 421 422 423 424 425 426 427 428 429 430 431 432 433 434 435 436 437 438 439 440 441 442 443 444 445 446 447 448 449 450 451 452 453 454 455 456 457 458 459 460 461 462 463 464 465 466 467 468 469 470 471 472 473 474 475 476 477 478 479 480 481 482 483 484 485 486 487 488 489 490 491 492 493 494 495 496 497 498 499 500

前年同期

実績

上期

実績

売上収益

 (35)

 (25)

 (15)

 (5)

 5

セグメント利益

前年同期
実績

今期
実績

△ 27

△ ８

• 前期特需売上（大型スポット案件の終了）の反動
で前年比82.6%に低下。

• AIエージェント開発に伴う先行投資フェーズが継
続し、赤字幅は前年並みで推移。

項目（単位：百万円） 前年同期 通期計画 ３Q累計 前年同期比 進捗率

売上収益 452 498 374 82.6% 75.1%

セグメント利益 △ 27 △ 16 △ 8 - -

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期第３四半期累計決算（海外ソリューション事業）

項目（単位：百万円） 前年同期 通期計画 ３Q累計 前年同期比 進捗率

売上収益 6,480 9,727 8,740 134.9% 89.9%

セグメント利益 392 632 610 155.4% 96.5%

6,480 

8,740 

 -

 1,000

 2,000

 3,000

 4,000

 5,000

 6,000

 7,000

 8,000

 9,000

 10,000

前年同期

実績

上期

実績

売上収益

392 

610 

 - 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420 430 440 450 460 470 480 490 500 510 520 530 540 550 560 570 580 590 600 610 620 630 640 650 660 670 680 690 700

前年同期

実績

上期

実績

セグメント利益
• Lumitron社の連結取り込みおよびマレーシアローカル

子会社の販売好調が主な増収要因。LEDは前年比
116.1％と伸長。

• AIサーバー販売は堅調に推移する一方、世界的な半導
体不足の影響により、大量の納期遅延発生。受注残約
15億円は３Qまでに納品・売上計上済み。

• 海外日系企業向け売上は前年同期比△20％の減収。
主因は当社営業活動面における新規顧客開拓および
既存顧客へのアップセル進捗の通期計画に対しての遅
れ。

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期
通期計画
配当予想

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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2026年９月期通期計画

項目
（単位：百万円）

2025年
９月期
（実績）

2026年９月期３
Q累計（実績）

2026年９月期（計画）

前期比

４Q（計画） 通期

売上収益 13,088 12,434 2,366 14,800 113.1%

営業利益 408 463 87 550 134.8%

税引前利益 447 410 150 560 125.3%

親会社の所有者に
帰属する

当期純利益
196 225 95 320 163.3%

EBITDA 614 643 114 757 123.3%

13,088
14,800

2 0 2 5 /9月期 2 0 2 6 /9月期

（計画）

売上収益

407
550 

2 0 2 5 /9月期 2 0 2 6 /9月期

（計画）

営業利益

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

売上収益は２期連続で過去最高、各利益指標は２期連続で増益
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配当について

0.0 円/株

1.0 円/株

1.6 円/株

1.0 円/株

1.2 円/株

2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期 2026年9月期

予定

1.1円/株

記念配当
0.5円/株

1.6円/株

配当金：1.2円

基本方針：配当性向30％を基準に業績に連動した配当実施

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.
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経営目標

© 2026 RECOMM Co., Ltd. All rights reserved.

ＢtoＢソリューションプロバイダーとして
世界を代表する企業グループへ
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